
【図】第６次総合計画策定過程における、様々な市民とのかかわり方（令和４年８月時点）
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総合計画策定過程における、個別の取組みにかかる進捗状況（R4.8月時点）

今回は

①七夕の短冊
②市長と語る か
わにしMeeting

について報告。

※③④は当初7月
頃から実施予定
だったが、新型コ
ロナウイルス感染
症拡大の影響を受
け、開催を延期。

①

②

→延期

→延期
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④

資料３



①七夕の短冊

●対象
市内幼稚園、認定こども園、
保育所に通う年長児童

●収集方法
各園所で集めた短冊につい
て、願いごとが分かる方法で
市へ提出（撮影画像など）

●収集期間
令和４年６月から７月

●回収数
８６９枚（２７園所）

※写真はイメージです。
(広報かわにし令和４年８月号
より)



頻出の度合い等に
応じた大きさで図
示しています。

集計にあたり、個
人名は「〇〇」と
置き換えています。

単語の色は品詞の
種類で異なってい
ます。
青色→名詞
赤色→動詞
緑色→形容詞
灰色→感動詞

ユーザーローカル テキストマイニングツール
（ https://textmining.userlocal.jp/ ）による分析

短冊に書かれていた「思い」の傾向



文章中に出現する
単語の出現パター
ンが似たものを線
で結んだ図です。

集計にあたり、個
人名は「〇〇」と
置き換えています。

出現数が多い語ほ
ど大きく、また関
連の程度が強いほ
ど太い線で描画さ
れます。

青色→名詞
赤色→動詞
緑色→形容詞
灰色→感動詞

ユーザーローカル テキストマイニングツール（ https://textmining.userlocal.jp/ ）による分析

例)おおきくなったら
ママになりたい

例)なわとびが〇
かいとべますよ
うに

短冊に書かれていた「思い」の傾向

例)はやくあかちゃん
にあいたい



②市長と語る かわにしMeeting
●開催期間
令和4年6月18日(土)～7月17日(日)
※各会場2時間

●開催回数
14回（小学校区ごとに開催）

●参加人数（総数）
265 名

※各会場の定員は30名

●ミーティングで参加者に尋ねたこと

「最近、あなたが笑顔になったできご
とは何ですか」

↓
「みんなが笑顔で暮らせるために、ど
んなまちになったらいいと思いますか。
また、あなた自身はどんなことをして
いたいですか」

https://www.city.kawanishi.hyogo.jp/shiseijoho/100741
8/sogokeikaku/1015278.html



②市長と語る かわにしMeeting
○参加者の属性、満足度（アンケート結果より）

～10代 4%

20代 3%

30代 14%

40代 21%

50代

10%
60代

9%

70代 29%

80代～

9%

不明 1%

年齢構成小学校区名 回収数
牧の台 15
多田 13

緑台・陽明 26
東谷 24

川西北 17
多田東 28

けやき坂 23
明峰 22

桜が丘 14
川西 15
北陵 14
久代 27

清和台・清和台南 11
加茂 16

【合計】 265 （回収率１００％）

20歳未満～50代
５２％



②市長と語る かわにしMeeting
○参加者の属性、満足度（アンケート結果より）

満足 46%

やや満足

35%

やや不満 10%

不満 2%
回答なし 7%満足度

①市長に会いた

い・話したい

30%

②川西市の状況

（知りたい・良く

したい） 27%
③誘われた

12%

④要望があるため

9%

⑤市民同士の交流

のため 8%

⑥その他 11%
⑦回答なし 3%

参加理由（記述式）

・市長「と」話すミーティングと聞いたから
・一市民の日頃の思いを直接市長さんと話したかったから
・地元である川西市を良くしていきたいと考えた

◎満足・やや満足
・若い人の意見が聞けて良
かったです。

・皆さんよい意見ばかりで
した。町づくりは市長+市
民が大切だと市長の熱意
が伝わりました。

▲不満・やや不満
・いろいろ話したいことが
あったが、人数も多く、
思っていたことすべては
話せなかった。こういう
機会を多くもっていただ
きたい。

満足＋やや満足
８１％



●参考
広報かわにし ｍｉｌｉｆｅ
みらいふ
令和４年６月号（一部抜粋）

・第６次総合計画策定に向けた
特集記事

・総合計画策定のキックオフと
して位置づける「市長と語る
かわにし Meeting」の参加
者を募集

https://www.city.kawanishi.
hyogo.jp/shiseijoho/koho/k
oho_kawanishi/1015292.ht
ml



（一部抜粋）

・まちは、そこに暮らす
人の生活で形づくられ
ます。あなた自身が笑
顔で暮らせること。そ
れも、川西というまち
を形づくる上で大切な
ものです。

・あなたが笑顔でい続け
られるために、大切に
したい思い。まちづく
りは、それを他の人と
共有することから始ま
ります。

・４年度から、市は、皆
さんとありたいまちの
姿を共に考え、共有で
きる場をつくっていき
ます。まちづくりの主
役は皆さんです。笑顔
の輪を広げていくため
に、あなたの思いを聞
かせてください。



・あなたにとって、幸せ
とはどのようなもので
すか。思い描く幸せ
は、人によって違いま
す。ただ、「幸せに暮
らしたい」という思い
は、誰もが同じように
持っているのではない
でしょうか。

・市民の皆さんの思いを
大切にするために、ど
んなまちをめざすの
か。その考え方をまと
めたものが「総合計
画」です。市民の皆さ
んが感じる幸せを、皆
さんと共に増やしてい
きたい。それを実現す
る総合計画をつくるた
めの取り組みが、今、
動き出そうとしていま
す。

→市長と語る かわにし
Meetingの紹介


